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～ メールマガジン ～ 2017/07/25 □
□■

━━━━━━━━━━━━━━━━━━【第 29 - 7 号】━━ □■□
＜＜＜ 会費納入の御礼 ＞＞＞

今年度の新技術情報クラブの会費を日程通り納入いただきまして、

厚く御礼申し上げます

本メールマガジンは山梨大学 新技術情報クラブ会員の皆様へ

最新情報をお知らせする目的で配信しております。

メール配信を希望されない方は、「配信停止」とお書きの上、

ご返信ください。
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■01 イベント情報 （2 件）

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

（１）8/31～9/1イノベーションジャパン２０１７ が開催されます。

場所：東京ビックサイト 東 4・１

URL： https://www.ij2017.com/
大学の先生方の研究内容を公開します。

山梨大学からは 6人の先生が参加します。

（２）平成 29年度やまなし産学官研究交流事業は、

10/31（火）に開催されます。場所：ベルクラシック甲府

□■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

■02 セミナー情報 （3 件）

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

（１）7/31山梨水素シンポジウム

（第 2部 専門家による講演と意見交換）

https://www.pref.yamanashi.jp/energy-seisaku/suiso-shinpo.html

海外からの化石燃料や原子力に代わって、今、注目されているエネル

ギー

が「水素」です。家庭用燃料電池（エネファーム）に続き、燃料電池自

動車

が市販化されるなど、水素をエネルギーとして日常的に利活用する水素

社会

が身近になってきました。

この夏休みの機会に、将来のエネルギーとなる「水素」について、一緒

に学



び、触れ、考えてみましょう！みなさまの御参加をお待ちしています。

〇開催日： 平成 29年 7月 31日（月曜日）

〇場所 ： 山梨県立図書館 1 階 イベントスペース

（甲府市北口 2-8-1）

第 2 部 専門家による講演と意見交換（定員 100名）

1.開催時間：

午後 1時 30分～午後 4時（予定）（午後 1時から受付を開始します。）

2.テーマ『身近になってきた水素社会』

3.講演「どう近づく？水素社会 どう変わる？私たちのくらし」

講師：ジャーナリスト、環境カウンセラー、

NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長 崎田裕子 氏

4.講演「ここまで来た水素・燃料電池の最前線」
講師：山梨大学燃料電池ナノ材料研究センター長 飯山 明裕 氏

5.参加者との意見交換

6.燃料電池自動車（ミライ）試乗会（午後 3時～午後 5時）

※1 台あたり最大 3名乗車可能です。乗車時間や申し込みが
多数の場合は、御希望に添えない場合がありますが、その場合は

連絡しますので、申込書には必ず電話番号等を御記入ください。

※当日は、受付（図書館 1階イベントスペース）に試乗時間の

10 分前までにお越しください。
〇参加費： 無料

〇申し込み方法

◆第 1部及び燃料電池自動車の試乗会は、先着順となります。

◆FAX でのお申込み
次のリーフレットをダウンロードしていただき、必要事項を御記入の

うえ

お申し込みください。 ※FAX 番号：055-223-1505

リーフレット（PDF：760KB）

https://www.pref.yamanashi.jp/energy-seisaku/documents/suisoshinp

o-tirashi29.pdf
◆メールの場合

リーフレットの裏面の申込書にある必要事項をご記入のうえ、エネル

ギー

政策課あてにメールを送信してください。

※メールアドレス energy-seisaku@pref.yamanashi.lg.jp

◆お申し込み先

エネルギー政策課エネルギー企画担当

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

（２）８／７ 若手社員スキルアップセミナー

http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/archives/8158
主催：山梨県中小企業団体中央会

テーマ「若手社員スキルアップセミナー

～自立型社員への成長を遂げるために～」

日 程 平成２９年８月７日（月）

時 間 １３：００～１６：００ （受付：１２：３０～）

場 所 山梨県立図書館多目的ホール（甲府市北口２-８-１）

備 考 企業参加申込は 下記サイト

http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/archives/8158

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾



（３）甲府商工会議所主催

8/3 16：00～17：30 簿記講演会

http://www.kofucci.or.jp/seminar/20170803/

他にもセミナーがあります。下記サイトをご覧ください。

http://www.kofucci.or.jp/seminar/

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾
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■03 助成事業および公募情報 （17 件） □

□■
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〇山梨県 補助金募集 （1件）

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

山梨県成長分野就業体験支援事業費補助金の募集案内

http://www.pref.yamanashi.jp/rosei-koy/chiiki-koy/documents/seichou

-shugyotaiken-hojo.html

問合せ先：山梨県産業労働部労政雇用課

担当：地域雇用担当

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

〇JST 公募 （2 件）
‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

・研究成果最適展開支援プログラム(A-STEP)ステージⅢNexTEP-A タ
イプ 平

成 29 年度募集（第 1回 締切 7/31）

http://www.jst.go.jp/a-step/koubo/h29nextep-a-1.html

・産学共同実用化開発事業（NexTEP） 平成 29年度募集（第 1回 締

切 7/31）

http://www.jst.go.jp/jitsuyoka/bosyu.html

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

〇NEDO 公募一覧 (10 件)

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

下記公募一覧に 公募締切 7/27～9/22の案件が多数掲載されて

います。公募要領をご確認の上、公募ください。

http://www.nedo.go.jp/search/?type=koubo

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

〇経済産業省公募一覧 (4 件)

http://www.meti.go.jp/information/publicoffer/kobo.html

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

・「自立・帰還支援雇用創出企業立地補助金（製造・サービス業等立地支

援

事業）」の公募について（締切 9/8）

http://www.meti.go.jp/information/publicoffer/kobo/k170609001.html



‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾
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■04: 特許出願情報（1件）
～山梨大学が出願した最新特許情報をご紹介します～

公開前の出願情報を会員限定でお知らせします。 □

□■

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

注）特許出願情報については、クラブ会員のみへの提供となって

おります。本掲載では非公開とさせていただきます。

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾□■

■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

１）このメールの内容は、提供された会員様限りでご使用下さい。

２）メールの内容については国立大学法人山梨大学が著作権を有します。
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